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例  は

1 本書は、平成 7年度から平成 8年度にわたって調査 した、長野県佐久市大字新子田に所在す

る高自T町遺F711i群高師町遺跡 IIの調査報告書である。

遺 跡 名  高師町遺跡群高師町遺跡Ⅱ

所 在 地  長野県佐久市大字新子田字高師町1387-4

調 査 面 積  1800m2(全体面積9097.35m2)

開発主体者  佐久市農業協同組合

開発事業名  葬祭センターおよび多目的ホール建設

2 本調査は、佐久市農業協同組合の委託を受けた佐久市教育委員会が実施 した。

3 本調査は、林幸彦 (試掘)、 羽毛田卓也 (本調査)を 担当者とし、地元の皆様をはじめ多数の

方の協力を得て実施 した。

4 本遺跡に関わるすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

5 本書作成の主たる作業分担は、以下のとおりである。

遺物 。遺構実測  羽毛田卓也、神津ツネヨ、花岡美津子

遺物・遺構 トレス、写真、執筆・編集 羽毛田卓也

几  例

1 遺跡の略称  A TMII

2 遺構の略称  H→ 平安時代の竪穴住居址  Ta→ 中世の竪穴遺構

F→掘立柱 建物址    D→ 土坑

M→溝状遺構

3 遺構の縮尺は図中にスケールを付 したので参照されたい。

4 遺構・遺物に関わる几例は、実測図中において説明を加えた。

5 遺構の海抜標高は、各遺構ごとに統一し、測量基準ライン上に明記した。

6 写真図版・表中の番号 (例22-3)は挿図番号 (例第22図 3番)と 対応する。

7 土層説明中の上色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。(財 )日 本色彩研究所色

票監修1987年 度版『新版標準土色帖』の表示に基づいた。

8 写真図版中の遺物の縮尺は石鏃 0古銭を除き1/3に統一した。
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第 灘章 充掘調査の経緯

調査に至る3JJ機

高師町遺跡群は、佐久市大字新子田に所在 し、南北に伸びる田切地形 (帯状低地と帯状台地の交

互地形)の帯状台地上標高701mか ら71lmに 展開する平安時代の遺跡である。今回調査 した高師町

遺跡IIは、本遺跡群中央北側の標高709m内 外を浪1る 台地中央に位置する。

今回、佐久市農業協同組合が行う葬祭センター 。多目的ホール建設に伴い、佐久市農業協同組

合と佐久市教育委員会 とで協議の結果、試掘調査により遺構の確認作業を行うこととなった。試

掘調査により対象地全体に平安時代と中世の遺構が広がっていることが判明し、再度両者で協議

を行った。その結果、駐車場については盛 り上をすることとし、建物部分と削平部分については

佐久市農業協同組合より委託を受けた佐久市教育委員会が主体 となって発掘調査を行う運びと

なった。
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第 1図 高師口T遺跡群高師町II遺跡位置図(1:25,000)
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第 2図 高師田I遺跡位置図(1:5,000)



2 調査の概

平成 7年度 試掘調査

溝状遺構

平成 7年度 本調査

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

調査面積  9,097.35m2

調査期間  平成 7年 6月 14日 から平成 7年 8月 31日

検出遺構  平安時代の竪穴住居址  20軒

掘立 柱 建物址     11棟

平安時代 。中世の土坑  46基

調査面積  約1,800m2

調査期間  平成 7年 11月 21日 から平成 7年 11月 30日

調査遺構  平安時代前期の竪穴住居址    4軒

平安時代 0中世の上坑      4基

平安時代 。中世の掘立柱建物lI「_  8棟

中世の土倉状竪穴遺構      5軒

溝状遺構 1条

整理調査  平成 8年 1月 8日 から平成 8年 3月 31日

平成 8年度 整理調査

調査期間  平成 8年 11月 25日 から平成 9年 3月 31日

3 調査の体瑞1

平成 7年度

事務局   佐久市教育委員会埋蔵文化財課

6条

大井季夫 (平成 7年 6月 退任 )

依田英夫 (平成 7年 7月 就任 )

市川 源

戸塚 満

谷津恭子 (平成 7年 11月 退任 )

田本す和広

大塚達夫

3



埋蔵文化財係           林幸彦、三石宗一、須藤隆司、小林員寿、羽毛圏卓也

冨沢一明、上原学

調査担当者            羽毛田卓也

調査主任             佐々木宗昭、森泉かよ子

平成 8年度

事務局   佐久市教育委員会埋蔵文化財課

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

調査担当者

調査主任

依田英夫

市川 源

北沢元平

糊沢慶子

日本寸和広

大塚達大

林幸彦、三石宗一、須藤隆司、小林具寿、羽毛田卓也

冨沢一明、上原学

羽毛田卓也

佐々本宗昭、森泉かよ子

平成 7年度から平成 8年度

調査員   浅沼ノブ江、荒井利男、飯沢つや子、磯貝はな、江原富子、遠藤 しずか

柏原松枝、川多アヤ子、神津ツネヨ、神津よしの、小須田サクエ、自井お くに

並木ことみ、花岡美津子、花里八重子、細萱ミスズ、〃ヒ井もとめ、山口丑男

4 調査 日誌

平成 7年 6月 14日 ～ 8月 31日

試掘調査

平成 7年 11月 17日

機器材の搬入など

平成 7年 11月 21日 ～

本調査開始 プランの確認作業など



平成 7年11月 21日 ～

遺構の掘 り下げ開始

平成 7年 11月 21日 ～

実測作業開始 写真撮影開始

平成 7年11月 29日

遺構の掘 り下げ終了

平成 7年11月 30日

実浪10写真撮影終了

平成 7年12月 1日

機器材の搬出

平成 8年 1月 8日 ～ 3月 31日

土器等水洗いおよび遺物の注記

平成 8年 11月 18日 ～12月 25日

実測図面の修正

平成 8年 12月 2日 ～12月 25日

土器の復元、石器 0土器の実測

平成 8年12月 4日 ～平成 9年 3月 31日

遺構 。遺物の トレース、遺物の写真撮影

本文の原稿執筆および編集作業



第XI章 遺跡の位置と環婉

1 遺跡の自然的環境

佐久平は、北に浅間山を主とする三国山脈の南端峰群、東から南に関東山地から連なる山々で

ある佐久山地、西から南に八ヶ岳連峰と、四方を山々に囲まれた盆地で、長野県の中央東端に位

置する。佐久平全体の平坦部の標高は600mか ら1000rl■ を濃1り 、佐久市はこの佐久平のほぼ中央に

位置し、平坦部の標高は620mか ら770mを浪1る 。また北側で軽井沢町 0御代田町。小諸市と、西側

で浅科村 0望月町と、南猥1で茅野市 0佐久町 0自 田町と、東側で群`馬県下仁田町 e南牧本すと接 し

ている。

佐久市の中央部を佐久地方南端の甲武信ヶ岳に源を発する千曲川が北進 し、浅間山に源を発す

る湯川 0濁 りII、 佐久山地に源を発する霞川 。香坂川 0志賀川・滑津チ||・ 田子川 0瀬早りII・ 八重久

保り||、 八ヶ岳に源を発する石突川 0片貝川 0大沢川 。中沢川 0小宮山川 0倉沢川・宮り||な どの小

河川がそれに向かって集まり、大小の扇状地や河岸段丘を形成している。佐久山地の八風山や寄

石山 。物見山 0兜岩山 0熊倉峰 。荒船山は、石英安山岩類や溶結凝灰岩類 。ガラス質の荒船安山

岩類により形成されている。これらの山の基盤だは第二紀層 。中生層や古生層が広がっていると

されている。内山の初谷層は中生層で内山層は第二紀層である。また兜岩層 0駒込層 0八重久保

層は第二紀層である。

浅間山は今から1万 4千年から1万 1千年前にかけて 2国 にわたる大規模な噴火をし、軽石流

(火砕流)を発生させている。平成 4年度の寄山遺跡の調査で軽石流により埋没した林が発見され

た。発見された本々は立ったままの状態で、発見面から根元までは7mの深さであった。この地

は軽石流の最南東端にあたり、斜面に乗り上げる形で堆積 している。そのため木々は伊1れること

なく立ったまま埋まったと想定される。樹種はほとんどが針葉樹の トウヒ属であり、現在より冷

涼な気候であったことがうかがえる。佐久平の北側は、浅間山第 1軽石流の火山噴出物によって

厚 く覆われ、雄大な山麓を形成している。この山麓は火山噴出物の性格上水の各種作用を受けや

すく、大小様々な峡谷や「田切 り地形」と呼ばれる帯状台地と帯状低地の交互地形が見られる。

今回調査 した高師町遺跡群高師町遺跡Ⅱは、佐久市のほぼ中央、長野牧場北側の南北に伸びる 2

本の田切 り低地に挟まれた帯状台地上に展開している。この湯川東側の平尾 0安原・新子田 0伊

勢林 0中込中央区には何本もの田切 りが南下している。これらの日切 りは浅間軽石流により塞き

止められた湯川が氾濫 した際に形成されたと考えられる。



第 3図 佐久市・高師町遺跡 II位置図

2 遺跡の歴史的環境

今回調査 した高師町遺跡群高師町遺跡 IIの周辺には、縄文時代から中世にかけての遺跡や遺跡

群が密集 している。高師町遺跡群では昭和61年度に道路建設の際に調査され、平安時代の竪穴状

遺構 1軒 0特殊遺構 2基、時代不明の溝 2条 0土坑 3基 。柱穴址 1基などが検出され、特殊遺構

を中心に 5個体の墨書土器が出土している。今回高師町遺跡Ⅱで検出されたおもな遺構は、平安

時代前期の住居址と掘立柱建物址と中世の竪穴遺構 (土倉状遺構)と 掘立柱建物址である。また主

な遺物は平安時代の不・皿 0甕などで、不 0皿の中には墨書されているものが何点か見られる。

また皇朝十二銭のひとつ富壽 神費が住居址から出土 している。試掘調査の全体図を見ると、整然

と並んだ掘立柱建物址を取 り囲むように住居址が並んでいることがわかる。この掘立柱建物址群

を集落の中心と考えると、前回の調査で検出された特殊遺構は調査報告で想定されているように

集落の外れの祭粛巳に関係 した遺構であった可能性が高い。



この地域の平安時代から中世にかけての集落は田切 り低地に挟まれた帯状台地に広範囲に展開

している。本遺跡隣の田切 り低地を挟んだ西側の東内池遺跡 (35)で は宅地造成の際の試掘調査で

平安時代と中世の集落が確認されている。さらにその西側の蛇塚 B遺跡群 (34)で は数度に渡る調

査で平安時代の大集落が検出されている。また田切 り低地を挟んだ東側の筒畑遺跡群田端遺跡

(28)で は奈良 。平安時代の集落が、戸坂遺跡 (27)で は平安時代の集落が検出されている。いずれ

も墨書土器を伴う時期の集落で、戸坂遺跡などは多量の墨書土器を出土した集落として著名であ

る。この安原 0新子田地域には平安時代の前期から中期にかけてピークを持つ大きくひとつにま

とまりそうな集落群が形成されていたと考えられる。このような単一時期の大集落は佐久市域で

は貴重な存在である。今後付近の調査例が増加すればもう少し明確な位置付けができるものと考

えれられ、平安時代の集落群を考える上で興味深い地域である。

その他周辺の各遺跡および時代等の詳細は第4図 と第 1表 を参照されたい。
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第 4図 周辺遺跡分布図(1:25,000)



第 1表 周辺遺跡一覧表

NQ 遺 跡 名 時  代 所 在 地 備   考

1 下 小 平 遺 跡 弥生～平安 岩オ寸田 昭和55年度調査

上 小 平 遺 跡 平安 岩村田

棧 敷 遺 跡 平安 安原

棧 敷 古 墳 古墳 安原

西 大 久 保 遺 跡 群 縄文～平安 上平尾 。下平尾 昭和61・ 62年度調査

東 大 久 保 遺 跡 群 縄文～平安 上平尾 。下平尾 昭和62年度調査

7 戸 屋 敷 遺 FVti群 平安 安原 。下平尾

東 村 遺 跡 群 縄文～中世 下平尾

9 本 田 橋 遺 跡 平安 下平尾

万 助 久 保 遺 跡 平 安 下平尾

丸 山 古 墳 群

丸 山 遺 跡

古墳

縄文～中世

下平尾

下平尾

昭和62年度調査

昭和62年度調査

大 角 遺 跡 弥生～平安 下平尾

莉
小

城 跡 中世 安 原

筏 室 遺 跡 群 古墳～平安 安原

安 原 大 塚 古 墳 古墳 安 原

岩 久 保 遺 跡 糸電文 平安 安原

宿 上 屋 敷 遺 跡 古墳 。平安 安原 昭和61年度調査

光 明 寺 遺 跡 平安 。中世 安原 昭和61年度調査

入 大 久 保 古 墳 群 古墳 香坂

東 大 久 保 遺 跡 平安 香坂

権 現 平 遺 跡 縄文・平安 。中世 新子田 平成 6年度調査

跡

跡

痙退

城

端

端

池

池

縄文～中世

中世

新子間

新子田

平成 7年度調査

平成 7年度調査

境  内 遺  跡 弥生～平安 新子田

氏 神 古 墳 群 古墳 新子田

新子田神明の本遺跡 縄文～平安 新子田

浅 井 城 跡 中世 新子田

戸 坂 遺 跡 弥生～中世 新子田 昭和46年度調査



筒 畑 遺 跡 群 縄文 。平安 新子田 。安原 昭和60年度調査

高 師 町 遺 跡 群 平安～中世 新子田 昭和61年度調査

高 師 町 遺 跡 Ⅱ 平安～中世 新子田 今回調査

猫 久 保 遺 跡 群 平安 安原 昭和60年度調査

蛇 塚 A遺 跡 群 縄 文 平安 安原 平成 8年度調査

蛇 塚 古 墳 群 古墳 安原 平成 8年度調査

蛇 塚 B tt J7Jli群 平安 新子田 昭和54058、 平成 307年度調査

東 内 池 遺 跡 平安～中世 新子田 昭和60年度調査

小 池 遺 跡 弥生～平安 新子田

野 馬 窪 古 墳 古墳 猿久保

野 馬 窪 遺 跡 群 弥生～平安 猿久保 昭和56年度調査



佐久市立東中学校 プール 佐久市市立東中学校 テニスコ_ト

佐久市農業協同組合 花井集荷施設

第 5図 試掘調査全体図 (1:500)

°     °

 ゛    め

11・ 12



〇
　
〇

。
　
。
　
Ｑ

¨
Ｆ２『
Ｆ３
。

Ｏ
　
Ｏ
　
。

‐

ｏ

ｏ

．
〇
＝

＞

Ｄ２
◎

Ｄ‐
。

F5くり

9
0

F

第 6図  高師‖I遺跡 H調査全体図 (1:400)
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全体層序模式図
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。  F4 。
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全体層序説明
I 暗褐色土層 耕作の影響下で成立した層。10 YR 3/3
H 黒褐色土層 中粒以上のパミス・炭化材微小片を微量含む。lo YR 2/2
Ⅲ 明黄褐色ローム 中粒～拳大のパミスを少量含む。10 YR 6/6
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第III章 遺構 と遺物

1竪穴住居址

Hl号住居址

Hl号住居址は、調査区のほぼ中央、 く。け-8グ リッド内に位置し、全体層序Ⅲ層上面にお

いて検出された。

櫛
０９．３５

Ａ ７

一

B'

A'
- 1

2

C'

3

A'

上層説明

暗褐色土層 ノ`ミス軽 石)大～極小粒 。ローム

粒子・炭化粒子を微量含む。

10YR 3/3
暗褐色土層 ノ`ミス 10～ 6 cm大 ,大～極小粒・

炭化材小片を微量、ローム粒子

少量含む。10YR 3/4
褐色土層  ローム主体層。パミス少量含む。

10YR 4/4

土色について 土色は凡例に示したとおり

『土色帖』に基づき、10YR 3/4の場合

lⅨRが色相を、 3が明度を、 4が彩度を

表す。土層の断面図御 断図)

C標
高の基準ライン(図 面仄 β

横断図

還 稿 の 積 断 凶        縮尺スケール

第 7図 Hl号住居址実測図

平面の形態は隅の丸い長方形で、規模は南北が355cm e東西は327cmを 測る。住居址の向きは南

北方向を指 し、北より東へ12° ずれる。床の面積は9.77m2を

'員

1る 。

住居址の検出面から床までの土層は 3層 に分割された。床はおおむね平坦で、床面の所々で貼

床が検出された。壁はほぼ垂直に立ち上がり、全体層序第III層 の明黄褐色ロームを利用し、平滑

遺構の横断図



であるが軟弱であった。

（図
歯
Ｓ
）図
踵
藝
Ｏ
興
刊

上が使用時 .廃 棄時の実測図

下が掘 り方の実測図

|卜   0 (1:30)    IP

土層説明

1黒褐色土層 粘土粒子微量含む。5YR2′ 1

2暗赤褐色土層 粘土粒子少量、焦土粒子微量含む。

5YR3/2

3灰褐色土層 粘土 ,焦土粒子少量含む。5Ⅵ秘/2

4焦土層 炭化粒子多量含む。5YR3/6

5掲色土層 カマド構築土。ローム粒子 '粘上粒子

少量含む。10YR3ノ 3

第 8図 Hl号 住居址カマ ド実測図

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P5)、 補助柱穴 1個 (P6)の計 6個が検出され

た。

カマ ドは住居址の北壁の中央で検出された。残存状況は悪く、左右の両袖と煙道天丼に使用さ

れた石 (溶結凝灰岩)2個が残るのみだった。規模は煙道出日から焚口までの全長が63cmで 、袖部

の幅が75cmを 浪1る 。また残存する右袖は長さ18cmで 幅22cm、 左袖は長さ19cmで幅25cmを浪1る 。土

層は全部で 5層 に分害1さ れ、この内第 5層 は構築上である。袖は粘土を中心に構築され、両袖と

もに溶結凝灰岩を構築材として使用していた。なお袖石は残存 していなかった。

遺物は、甕 e不 0皿 といった、土師器、須恵器製の塔、砥石 0多子L石 0石鏃などが出土した。

また墨書上器は土師器 2点、須恵器 1点の計 3点が出土した。

以上より本住居址は、平安時代の前期と考えられる。

瑾
驀

辣

談

ざ

ま

だ



住居址平面図→15016ペ ージ

住居址写真→41042ペ ージ

0遺物実測図→17～ 19ペ ージ

。遺物写真→45046・ 49050ペ ージ

2

不

内面綱点は黒色処理を表す

1不

断面網点は須恵器を表す

10不

輪

14

蓋

第 9図 Hl号住居址出土土器実測図
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第 2表 Hl号住居址出土土器説明表

挿図番号 器種 外面の特徴 内面の特徴

須恵器不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。墨書。 ロクロ横ナデ。

須恵器不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。すす付着。 ロクロ横ナデ。すす付着。

須恵器不
ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。炭化物。すす

付着。

ロクロ横ナデ。すす付着。

須恵器不
ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。すす付着。日

縁部を中心に著しく歪む。

ロクロ横ナデ。

不

ロクロ横ナデ。下端部箆削り。底部箆肖1り 。す

す付着。

放射状箆 ミガキ。黒色処理。

不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。 箆 ミガキ。黒色処理。

9-7 不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。 不明。

皿 ロクロ横ナデ。台部欠損。墨書。 箆ミガキ。黒色処理。

ネ ロクロ横ナデ。 放射状箆 ミガキ:黒色処理。

9-10 須恵器ネ ロクロ横ナデ。 ロクロ横ナデ。

9-11 不 ロクロ横ナデ。 放射状箆ミガキ。黒色処理。

9-12 不 ロクロ横ナデ。 放射状箆ミガキ。黒色処理。

9-13 不 ロクロ横ナデ。墨書。 箆 ミガキ。黒色処理。

9-14 須恵器蓋 ロクロ成形。 ロクロ成形。

9-15 甕 箆削り。糎痕有り。 箆ナデ。

キ
18

多子L石

{1:3} 1 0 clll

17砥石

第10図 Hl号住居址出土石器実測図(1)

第 3表 Hl号住居址出土石器説明表 (1)

挿図番号 器 種 材質 特徴

10-17 砥 石 砂 岩 多面砥。

10-18 多子し石 軽石 子L部 3ヶ 所。



16石鏃

Ａ
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H2号住居址

H2号住居址は、調査区のほぼ中央南より、さ-7

面において検出された。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が272cm

A「

%,,蒻易蒻ラ蒻ラ易

'ラ

易易ラ蒻蒻ラフリリツタ
堕ハ'

9  01動  神

1 暗褐色土層 炭化材微小片・パミス(軽石)大～極小粒・

ロームを微量含む。10YR 3/3
2 褐色土層 ローム多量に含む。10YR 4/4

12図  H2号住居址実測図

♀ (1:1) 2,「 clll

第11図 Hl号住居址出土石器実測図(2)

8グ リッド内に位置し、全体層序III層上

東西は273cmを測る。住居址の向きは南北

方向を指 し、北より東へ18° ずれる。床の

面積は5.71m2を 測る。

住居址の検出面から床までの土層は

2層 に分書1さ れた。床はおおむね平坦

で、貼床は認められなかった。床は所々

火熱を受け焼けており、床直上に炭化・

焦土層が 2 cm以 下で確認された。遺物も

焼けたものが多く、本住居址は焼却ある

いは焼失したものと考えられる。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、全体層序第III層 の

明黄褐色ロームを利用し、平滑であるが

軟弱であった。

ピットは入口施設に伴 うと考えられ

るピット1個 (Pl)が検出されたのみで

ある。

カマ ドは住居址の北壁の中央やや西寄りで検出された。残存状況は悪 く、左右の両袖一部と構

築材として使用された溶結凝灰岩が残るのみだった。規模は煙適出口から焚口までの全長が96cm

で、袖部の幅が102cmを測る。また残存する右袖は長さ27cmで幅31cm、 左袖は長さ32cmで 幅32cmを

第 4表 Hl号住居址出土石器説明表(2)

挿図番号 器種 材質 特 徴

11-16 石 鏃 黒色緻密安山岩 凹基。



く |ミ|

(1,30)
1極暗赤褐色土層 粘止・焦土粒子微量含む。5YR2/3

2暗赤褐色土層 粘土・粒子微量含む。5YR3/2

3にぶい赤褐色土層 粘土粒子多量、焦土粒子少量含む。5YR4′4

4焦土層 焦土主体。粘土粒子微量含む。5YR3/3

5黒褐色土層 カマ ド構築上。粘土粒子多量含む。loYR3/2

第 13図  H2号 住居址カマ ド実測図

く ア
5塔

6

高台付不

1塔

8甕

l   (1:4)  10i Cal

第 14図  H2号 住居址出土土器実瀬I図

不



第 5表 H2号住居址出土土器説明表

挿図番号 器 種 外面の特徴 内面の特徴

不

ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。すす付着。

墨書『上』。
箆ミガキ。黒色処理。

不

ロクロ横ナデ。底部回転糸きり。墨書『禾 ?』

すす付着。
放射状箆ミガキ。黒色処理。

須恵器不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。すす付着。 ロクロ横ナデ。すす付着。

須恵器杯 ロクロ横ナデ。底部回転糸きり。すす付着。 ロクロ横ナデ。すす付着。

不 ロクロ横ナデ。墨書『不明』。 箆ミガキ。黒色処理。

高台付・不 ロクロ横ナデ。すす付着。 不部箆 ミガキ・黒色処理。台部すす付着。

須恵器不 ロクロ横ナデ。すす付着。H3と 遺構間接合。 ロクロ横ナデ。

甕 口縁から頸部横ナデ。胴部箆削り。 頸部『コ』の字。横ナデ。

一

０
９師
＜１‥３‐

第15図 H2号住居址出土石器実測図

測る。土層は全部で 5層 に分割され、この内第 5層 は構築上である。袖は粘土を中心に構築され、

両袖ともに溶結凝灰岩を構築材として使用していた。

遺物は、甕・不といった土師器、須恵器製の不、擦 り石などが出上した。また墨書土器は土師

器不 3点が出土 した。第14図 7番の須恵器不は、H3号住居址出土の破片と遺構間接合 した。

以上より本住居址は、平安時代の前期と考えられる。

・ 住居址平面図→19020ペ ージ  0遺物実浪1図→20021ペ ージ

0住居址写真→42ページ     。遺物写真→46047050ペ ージ

第 6表 H2号住居址出土石器説明表(2)

挿図番号 器 種 材  質 特  徴

擦 り石 輝石安山岩 端部を中心に使用擦過痕。



H3号住居址

H3号住居址は、調査区のほぼ中央南端、 し

上面において検出された。

す-5・ 6グ リッド内に位置 し、全体層序Ⅲ層

A'

土層説明
黒褐色土層 ノヽミス鰹石)大～極小粒・

ロームを微量含む。10YR 2/3
暗褐色上層 ノヽミス(軽石)大～極小粒・

炭化材微小片 。ローム微量含む。
1ぬR3/3

黒色土層 炭化材微小片・焦土粒子多量
含む。10YRl.7/1

褐色土層 ローム多量に含む。10YR 3/4
褐色土層 ローム多量に含む。lCIYR 4/4

(貼床)

第16図  H3号住居址実測図

平面の形態は南JLにやや長い隅の丸い長方形で、規模は南北が457cm。 東西は404cmを 測る。住

居址の向きは南北方向を指 し、北より東へ20° ずれる。床の面積は15.55m2を 測る。

住居址の検出面から床までの土層は 4層 に分害1さ れた。床はおおむね平坦で、床面の金面にわ

たり貼床 (第 5層 )が検出された。壁はほぼ垂直に立ち上がり、全体層序第III層 の明黄褐色ローム

を利用し、平滑であるが軟弱であった。また床面は所々火熱を受け焼けており、床直上より3 cm

以下で焦± 0炭化層が確認された。出土遺物も焼けたものが多く、本住居址は焼却あるいは焼失

したものと考えられる。

ビットは検出されなかった。

カマ ドは住居ljLの 北壁の中央やや西寄りで検出された。残存状況は悪 く、左右の両袖が残るの



みだった。規模は煙道出口から焚口までの全長が101.5cmで 、袖部の幅が92.5cmを 潰1る 。また残存

する右袖は長さ63cmで幅27cm、 左袖は長さ70.5cmで 幅32cmを測る。土層は全部で 6層 に分割され、

この内第506層 は構築上である。袖は粘土と溶結凝灰岩によって構築されていた。なお袖石は

残存していなかった。

＾
くく^

く |

i■ 109.3m 暗赤褐色土層 粘土・焦土粒子微量含む。5YR3′2

暗赤褐色土層 粘土少量、焦土粒子・炭化材微小片微量

含む。roYR3′ 3

極暗赤褐色土層 粘土・焦土粒子多量、炭イヒ材微小片微

量含む。5YR2/4

焦土層 焦土主体。炭化粒子少量含む。2.5YR″ 2

黒色土層 カマド構築土。粘土主体。10YRl.7/1

黒褐色土層 カマ ド構築土。粘土少量含む。lllYR2/2

lm

第17図 H3号住居址カマ ド実測図
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第 7表 H3号住居址出土土器説明表

挿図番号 器 種 外面の特徴 内面の特徴

甕 口縁 。頸部横ナデ。Л同部箆削り。 口縁・頸部横ナデ。胴部箆ナデ。

皿 ロクロ横ナデ。すす付着。墨書『入』。 箆 ミガキ。黒色処理。

高台付不
ロクロ横ナデ。すす付着。墨書『不明』。貼

付け高台。
ネ部放射状箆 ミガキ。黒色処理。

不 ロクロ横ナデ。すす付着。 横位の箆ミガキ。黒色処理。

高台付ネ ロクロ横ナデ。貼付け高台。すす付着。 横位の箆ミガキ。黒色処理。

不 ロクロ横ナデ。すす付着。 横位の箆ミガキ。黒色処理。

不 ロクロ横ナデ。すす付着。底部回転糸切 り。 箆 ミガキ。黒色処理。

須恵器不 ロクロ横ナデ。すす付着。底部回転糸切り。 ロクロ横ナデ。すす付着。

遺物は、甕 0不 0皿 といった土師器、須恵器製の不などが出土 した。また墨書土器は土師器の
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第18図  H3号住居址出土土器実測図

皿 と不 2点が出上 した。

以上 より本住居址は、平安時代の前期 と考えられる。

・ 住居址平面図→22023ペ ージ  ・遺物実浪1図→24ページ

0住居址写真→42ページ     0遺 物写真→47・ 48ページ

H4号住居址

H4号住居址は、調査区の中央南端、せ 0そ -11

において検出された。

酪
8不

(1:4)    10 clll

12グ リッド内に位置し、全体層序III層上面
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Sは溶結凝灰岩
Aは 安山岩
Kは 輝石安山岩

P6

1

c'  2

A'

土層説明
褐色土層 ロームを多量含む。
パミス(軽石)大～極小粒微量含む。
人為的埋土。10YR 4/4

8音褐色上層 貼床。ローム多量

に含む。10YR 3/4

第19図  H4号住居址実測図

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が393cm。 東西は381cmを 浪1る 。住居址の向きは南北

方向を指 し、北より東へ20° ずれる。床の面積は12.17m2を 測る。

住居址の土層は 2層 に分害1さ れた。第 1層 は人為的な堆積層で、住居址の床まで一度で埋めて

いることがわかる。床はおおむね平坦で、床面の金面にわたり貼床 (第 2層 )が検出された。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、全体層序第Ⅲ層の明黄褐色ロームを利用 し、平滑であるが軟弱であった。

ビットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1個 (P5)、 入口施設に伴うと考えられるピット1個

(P6)の 計 6個が検出された。

カマ ドは住居址の北壁の中央やや東寄りで検出された。残存状況は良好で、焚日の天丼部が破

壊される他はほぼ完全であった。規模は煙道出日から焚口までの全長が166cmで 、袖部の幅が147

A708.2痙
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褐色土層 住居址覆土第 1層 と同じ。

10YR414

焦土層 焦土主体。粘土粒子微量含
む。5YR3/3

黒色土層 カマド構築土。粘土粒子

多量含む。lllYRl.7/1

黒褐色土層 カマド構築±。粘上少量

含む。lllYR3/2

9  (li叫    雫

第20図 H4号住居址カマ ド実測図

cmを 測る。また右袖は長さ78.5cmで 幅48cm、 左袖は長さ41cmで 幅45cmを 測る。土層は全部で 4層

に分割され、この内第 304層 は構築土である。袖 0煙道天丼部は粘土と溶結凝灰岩を中心に構

築されていた。またかけ穴 (燃焼部)に は 2本の支脚石が残存 していた。

く
|



遺物は、甕 0不 といった土師器、須恵器製の不、台石、擦 り石、富壽神費などが出土した。

た土師器不 。須恵器不 2点の墨書土器が出上 した。

以上より本住居址は、平安時代の前期と考えられる。

0住居址平面図→25026ペ ージ  。遺物実測図→27～ 30ページ

。住居址写真→43ページ     0遺 物写真→48～ 50ページ

2甕

第21図  H4号住居址出土土器実測図(1)
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第22図 H4号住居址出土土器実測図(2)
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第8表 H4号住居址出土土器説明表 (1)

挿図番号 器 種 外面の特徴 内面の特徴

甕 口縁・頸部横ナデ。胴部箆削り。 口縁 。頸部横ナデ。胴部箆ナデ。

甕 口縁・頸部横ナデ。胴部箆削 り。 日縁 。頸部横ナデ。胴部箆ナデ。

甕 口縁・頸部横ナデ。胴部箆削り。 口縁・頸部横ナデ。胴部箆ナデ。

甕 口縁 。頸部横ナデ。胴部箆削り。 口縁・頸部横ナデ。胴部箆ナデ。

21-5 甕 口縁・頸部横ナデ。胴部箆削り。 日縁 。頸部横ナデ。胴部箆ナデ。

22-6 不

ロクロ横ナデ。下端部箆削り。箆記号『×』(

墨書『不明』。底部回転糸切り。
箆 ミガキ。黒色処理。

22-7 須恵器率
ロクロ横ナデ。下端部箆削り。墨書『不明』(

底部回転糸切り。
ロクロ横ナデ。



第 9表 H4号住居址出土土器説明表(2)

挿図番号 器  種 外面の特徴 内面の特徴

22-8 杯 ロクロ横ナデ。下端部箆削 り。底部回転箆削 り 横位の箆ミガキ。黒色処理。

22-9 須恵器不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。 ロクロ横ナデ。

22-10 須恵器不 ロクロ横ナデ。下端部箆肖1り 。底部回転糸切 り ロクロ横ナデ。

22-11 須恵器不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。 ロクロ横ナデ。

22-12 須恵器不 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。 ロクロ横ナデ。

22-13 不 ロクロ横ナデ。下端部箆肖1り 。底部箆削り。 箆ミガキ。黒色処理。

22-14 須恵器杯 ロクロ横ナデ。底部回転糸切 り。 ロクロ横ナデ。

22-15 不 ロクロ横ナデ。下端部箆削り。底部回転糸切 り。 横位の箆ミガキ。黒色処理。

18
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第23図  H4号住居址出土石器実測図

1 0cm

第10表 H4号住居址出土石器説明表

挿図番号 器  種 材  質 特  徴

23-16 台石 輝石安山岩 表裏 2面使用。

23-17 擦 り石 安山岩
両瑞部使用。両端を中心に使用敲打痕・擦過痕。敲き石としても使

用した可能性有 り。

23-18 敲き石 輝石安山岩 両lTii部 。辺部を中心に使用擦過痕・敲打痕。



第11表 H4号住居址出土古銭説明表

挿図番号 銭  名 鋳造年

富壽神費 818年 (弘仁 9年 )よ り17年間。

19
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第24図 H4号住居址出土古銭拓影図

掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址は、調査区の中央南側、 し・す-12013グ リッド内に位置し、全体層序Ш

1 黒褐色土層

炭化材微小片・ロームを

微量含む。10YR2/2

2 暗褐色土層

炭化材微小片 。ローム・

パミス微量含む。10YR3′ 3

3 暗褐色土層

炭化材微小片 。ローム・

パミス微量含む。10YR3/4

4 褐色土層
ローム主体。パミス・

炭化材微小片微量含む。

lllYR474

Ｐ

Ｏ

Ｐ２

◎
Ｐ３

⑬
Ｐ６

◎“
門◎

1臀                    9    (1180)   ゃ

第25図 Fl号掘立柱建物l■実測図

層上面において検出された。本建物址は、F5号掘立柱建物址を破壊する。

30

く |



本址は、 2間 × 1間の掘立柱建物址と考えられる。主たる柱間は、Pl― P2で 252cm、 P2~P4

で341cm、 P4~P5で 245cm、 Pl― P5で336cmを ,員1る 。建物址の長軸方向は南北を指 し、北より

東へ16.5°ずれる。

遺物は、平安時代の土器片が出土した。

本建物址の所産期は、平安時代と考えられる。

建物址平面図→30ページ 建物址写真→43ページ

F2号掘立柱建物址

F2号掘立柱建物址は、調査区の南東部、さ 。し-14

も ⑩

②
Ｐ‐
Ｐ６⑦

③
Ｐ２

1 黒色土層 ローム・炭化粒子

微量含む。10YRl.7/1

2 暗掲色土層 炭化粒子・ローム・

パミス微量含む。10YR3ノ3

3 にぶい黄褐色土層 ローム多量、
パミス微量含む。10YR″3

9  0im  ζロ

第26図 F2号掘立柱建物址実測図

上面において検出された。

本址は、 2間 × 1間の掘立柱建物址と考えられる。主たる柱間は、Pl― P3で 296cm、 P3~P4

で256cm、 P4~P6で 328cm、 Pl― P6で249cmを測る。建物址の長軸方向は東西を指 し、東より

15グ リッド内に位置 し、全体層序Ⅲ層

Ｂ
一

Ｃ
一

B

A'

魏
√

一颯
Ａ
一



北へ 1° ずれる。

遺物は、平安時代の上器片が出上 した。

本建物址の所産期は、平安時代と考えられる。

。建物址平面図→31ページ 建物址写真→43ページ

F3号掘立柱建物址

蟷 塀
◎

Ｐ２
◎

Ｐ‐

◎
Ｐ８

A'

F3号掘立柱建物址は、調査区

の南東部、し・す-13～ 15グ リッド

内に位置 し、全体層序Ⅲ層上面に

おいて検出された。

本址は、 2間 ×2間 の掘立柱建

物址 と考えられる。主たる柱間は、

Pl~P3で 475cm、 P3~P5で 344

Cm、  P5~P7で 476crn、  Pl― P7

で327cmを測る。建物址の長軸方

向は東西を指 し、東より北へ 15° ず

れる。

遺物は、平安時代の上器片が出

土 した。

本建物址の所産期は、平安時代

と考えられる。

・建物址平面図→32ページ

。建物址写真→43ページ

◎

Ｐ４ 黒褐色土層 ローム・炭化粒子

微量含む。10YR2′ 2

暗褐色土層 ローム少量、パ ミス

微量含む。10YR3′4

(DP6
L⑭隔

第27図 F3号掘立柱建物址実測図

F4号掘立柱建物址

F4号掘立柱建物址は、調査区の南東部、す 。せ-16017グ リッド内に位置し、全体層序Ⅲ層上

面において検出された。

P7(亜
)』

'



仁◎mO Ｏ

Ｐ２

黒色土層

炭化材微小片 。ローム

微量含む。10YR2′ 2

8音褐色土層
ローム多量、パミス

微量含む。10YR3/4

本址は、 2間 ×3間の

掘立柱建物址 と考えられ

る。主たる柱間は、Pl―

P4で 540cm、 P4~P6で

358cm、  P6~P9で 573

cm、 Pl― P9で367cmを

測る。建物址の長軸方向

は東西を指 し、東より南

へ 1°ずれる。

遺物は、平安時代の土

器片が出土 した。

本建物址の所産期は、

平安時代 と考えられる。

建物址平面図→

33ページ

建物址写真→

43ページ

◎
Ｐ‐

◎
Ｐ‐ｏ

A'

◎
Ｐ５

旺

◎
P6

(:⊃
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Ｐ９⑩
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第28図  F4号掘立柱建物址実演1図

F5号掘立柱建物址

F5号掘立柱建物址は、調査区の南東部、し。す-14グ リッド内に位置し、全体層序Ⅲ層上面

において検出された。本建物址は、Fl号掘立柱建物址に破壊される。

本址は、 2間 × 1間の掘立柱建物址と考えられる。主たる柱間は、Pl― P2で 245cm、 P2~P4

で322cm、 P4~P5で 254cm、 Pl― P5で321cmを 測る。建物址の長軸方向は南北を指 し、北より

東へ12° ずれる。

本建物址の所産期は、平安時代と考えられる。

・ 建物址平面図→34ページ

・ 建物址写真→44ページ
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第29図 F5号掘立柱建物址実測図
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第30図 F6号掘立柱建物址実測図
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F6号掘立柱建物址

F6号掘立柱建物址は、調査区の北東部、か 。き-16017グ リッド内に位置し、全体層序Ⅲ層

上面において検出された。

主たる柱間は、Pl― P3で 386cm、 P4~P5で 364cm、 Pl― P5で331cm、 を,員1る 。

遺物は、中世の青磁片が出土した。

本建物址の所産期は、中世と考えられる。

・ 建物址平面図→34ページ

・ 建物址写真→44ページ

F7号掘立柱建物址

F7号掘立柱建物址は、調査区の北東部、 く 0け -18019グ リッド内に位置 し、全体層序Ⅲ層

上面において検出された。

主たる柱間は、Pl― P4で 396cm、 P5~P8で 208cm、 P8~P9で 430cm、 Pl― P9で227cmを !員1

る。

本建物址の所産期は、中世 と考えられる。

e建物址平面図→35ページ

・ 建物址写真→44ページ
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第31図  F7号掘立柱建物址実測図           第32図  F8号掘立柱建物址実測図

F8号掘立柱建物址

F8号掘立柱建物址は、調査区の北東部、か・ き-19グ リッド内に位置し、全体層序Ⅲ層上面

において検出された。

主たる柱間は、Pl― P5で 321cm、 P2~P3で 255cm、 P3~P5で 166cmを浪1る 。

本建物址の所産期は、中世と考えられる。

・ 建物址平面図→35ページ

・ 建物址写真→44ページ

3 土倉状竪穴遺構
居住施設ではなく、穴倉とも呼ばれる地下倉庫を想定できる遺構で、建物址に併設された可能

性があるものに対 してこの名称を使用した。

Tal号 O Ta4号土倉状竪穴遺構

Tal号・Ta4号土倉状竪穴遺構は、調査区の北東部、き。く-18019グ リッド内に位置する。

お互いに重複関係にあるが新旧は不明である。

Tal号 の平面の形態は東西に長い隅の丸い長方形と考えられ、規模は南北が224cm。 東西は現

存で250cmを 測る。Ta4号の平面の形態は南北に長い隅の九い長方形と考えられ、規模は南北が



Tal号竪穴遺構 Ta4号竪穴遺構

4

A' 5

黒褐色土層
パミス・ロームを

微量含む。10YR3/1

褐色土層 ローム少量、
バミス・炭化材微小片

微量含む。10YR4′4

黒色土層

炭化材微小片・パミス

微量含む。10YRl.7/1

暗褐色土層
ローム多量、パミス

微量含む。10YR3′4

暗褐色土層 ローム少量含む。

10YR3/3

褐色土層 ローム主体。10YR4/6

にぶい黄褐色土層 ローム主体。

パミス微量含む。10YR4/3

第33図  Tal号・Ta4号土倉状竪穴遺構実測図

255cm・ 東西は現存で234cmを 測る。Tal号の長軸方向は東西方向を指 し、東より南へ 2°ずれる。

Ta4号の長軸方向は南北方向を指 し、北より東へ 1°ずれる。

検出面から床までの土層は 7層 に分割された。

以上 より本遺構の所産期は、中世 と推浪1さ れる。

平面図→36ペ ージ 写真→44ページ

Ta2号土倉状竪穴遺構
Ta2号土倉状竪穴遺構は、調査区の北東部、き 0く -20021グ リッド内に位置し、Ta3号に

より南東部を破壊される。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が243cm e東西は256cmを 測る。南北を主とした方位

は、北より東へ 8°ずれる。

検出面から床までの土層は1層 のみが確認された。

以上より本遺構の所産期は、中世と推測される。

。写真→44ページ平面図→37ページ
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1暗褐色土層 ノ`ミス・炭イヒ粒子微量、
ローム少量含む。lllYR3/4

第34図 Ta2号土倉状竪穴遺構実測図

0  く|

暗褐色上層 ローム,パ ミス・炭化材微小片

微量含む。lCIYR3/3

第35図  Ta3号土倉状竪穴遺構実測図

Ta3号土倉状竪穴遺構

Ta3号土倉状竪穴遺構は、調査区の北東部、き・ く

-20021グ リッド内に位置し、Ta2号 を破壊する。

平面の形態は南北に長い隅の九い不整長方形で、規模

は南北が279cmO東西は169cmを 測る。遺構の長軸方向は南

北方向を指 し、北より東へ11°ずれる。

検出面から床までの土層は1層 のみが確認された。

以上より本遺構の所産期は、中世と推濃1さ れる。

平面図→37ページ

写真→44ページ

(1160) 
ξ

2[m

1暗褐色土層 ローム,パ ミス微量含む。
10YR3/3

2暗褐色土層 ローム多量、パミス微量

含む。10YR3/4

第36図 Ta5号土倉状竪穴遺構実測図

Ta5号土倉状竪穴遺構
Ta5号土倉状竪穴遺構は、調査区の北東部、か 0き -20グ リッド内に位置し、北側半分は調査

区域外へ展開する。

平面の形態は南北に長い隅の九い不整長方形 と考えられ、規模は南lLが現存で166cm。 東西は



164cmを 淑1る 。

検出面から床までの上層は2層 に分割された。

以上より本遺構の所産期は、中世と推浪1さ れる。

平面図→37ペー ジ 写真→44ページ

土坑

A709.5m

褐色土層 ロームを多量、
パミス微量含む。7.5YR4/3

黒褐色土層 ローム多量、
パミス微量含む。7.5YR3ノ2

第37図 Dl号土坑実測図

0      (1 : 60)    1,El

黒褐色土層 ローム ,

パミス微量含む。10YR2/3

暗褐色土層 ローム少量、
パミス微量含む。10YR3/3

第39図  D4号土坑実測図

Ａ
一

黒褐色土層 ローム・パミス

微量含む。7.5YR2ノ 2

にぶい褐色土層 7.5YR5′4

ローム主体。

第38図  D2号土坑実測図

Dl号土坑

Dl号土坑は、調査区のほぼ中央、き。く-8グ リッド内に位置する。

平面の形態は南北に長い楕円形で、規模は125cm× 96cmを ,員1る 。

検出面から床までの上層は 2層 に分割された。遺物は須恵器製の甕 0壺 などが出土 した。以上

より本土坑の所産期は、平安時代の前半と考えられる。

平面図→38ページ  写真→45ページ

D2号土坑

D2号土坑は、調査区のほぼ中央、き 0く -9

される。平面の形態は東西にやや長い楕円形で、

検出面から床までの土層は 2層 に分割された。

グリッド内に位置 し、西倶1を 攪乱によって破壊

規模は127cm内 外を濃1る 。

遺物は須恵器製の壺などが出土 した。以上 より



本土坑の所産期は、平安時代の前半と考えられる。

。平面図→38ペ ージ  写真→45ページ

く1  0

暗褐色土層 ローム少量、パミス微量含む。10YR3/3

にぶい褐色土層 ローム多量、パミス微量含む。
7.5YR5/3

にぶい橙色土層 ローム主体。7.5YR6/4

第40図 D3号土坑実測図

不

♀   (li4)  10iClll

第41図 D4号土坑出土土器実測図

悦 ヽ D3号 上坑

D3号土坑は、調査区の北東部、き。く一

16グ リッド内に位置する。

平面の形態は東西に長い隅の九い不整長方

形で、規模は南北が床面で214cm・ 東西は床面

で251cmを 測る。検出面から床までの上層は 3

層に分割された。

以上 より本土坑の所産期は、中世 と推浪1さ

れる。

・平面図→39ページ

。写真→45ページ

ご ＼/

D4号土坑は、調査区の南東部、す 0せ -16グ リッド内に位置

する。平面の形態は南北にやや長い楕円形で、規模は南北が83cm。

東西は77cmを測る。検出面から床までの土層は2層 に分害1さ れた。

遺物は須恵器製の不などが出土 し、本上坑の所産期は奈良時代

の後半と考えられる。

・平面図→38ページ

0写真→45ページ

第12表 D4号土坑出土土器説明表

挿図番号 器種 外面の特徴 内面の特徴

須恵器不

ロクロ横ナデ。下端部箆削り。底部箆削り、

中央部に箆記号「×」
ロクロ横ナデ



5 溝状遺構

Ml号溝状遺構

Ml号溝状遺構は、調査区の中央部、き～け,11017グ リッド内に位置し、全体層序Ⅲ層上面

において検出された。

本遺構は東西方向に展開し、規模は、全長2230cm内 外を測る。

本遺構の所産期は、中世以降と考えられる。

。平面図→13014ペ ージ



Hl号住居址土層断面 (南 より)

H3号住居llL土 層断面 (南 より)

Hl号住居址検出状況 (南 より)

H2号住居l■土層断面 (南 より)

H4号住居址土層断面 (南 より)

H2号住居llL検 出状況 (南 より)

H3号住居址検出状況 (北 より) Hl号住居 l」L(西 より)



Hl号住居址カマ ド検出状況 (南 より) Hl号住居llLカ マ ド掘 り方 (南 より)

H2号住居l■ (西 より)

H2号住居亀Lカ マ ド掘 り方(南 より)

H2号住居址カマ ド検出状況(西 より)

H3号住居址カマ ド検出状況 (南 より)

H3号住居址 (東 より)

H3号住居坦Lカ マ ド掘 り方 (南 より)



H4号住居均Lカ マ ド検出状況 (南 より)

H4号住居llLカ マ ド検出状況 (西 より) H4号住居j■ カマ ド掘 り方(南 より)

Fl号掘立柱建物l■ (東 より)

F3号掘 t柱建物lll(東 より)



F5号掘立柱建物址 (東 より) F6号掘立柱建物址 (西 より)

F7号掘立柱建物址 (西 より) F8号掘立柱建物l■ (西 より)

Ta2号土倉状竪穴遺構 (東 より)

Ta l号 。Ta4号土倉状竪穴遺構 (西 より)

Ta5号 土倉状竪穴遺構 (西 より)

Ta3号土倉状竪穴遺構 (北 より)



Dl号土坑 (東 より) D2号土坑 (西 より)

D3号土坑 (東 より) D4号土坑 (東 より)

H1 9-1 不 (塁書) H1 9-8 皿 (墨書 )

H1 9-1 不 (塁書) H1 9-8 皿 (塁書 )



H1 9-4 不

H1 9-5 ネ

1 9-7 不

H2 14-1 不(墨書)

H2 14-1 不 (墨書) H2 14-2 不 (墨書)



左より H2 14-5 不(墨書)、 H1 9-13 不 (墨書)

H3 18-3 高台付不 (墨書)

H3 18-3 高台付不 (墨書)

H2 14-4 不

H3 18-1 甕

H3 18-2 皿 (墨書)

H3 18-8 不



H3 18-5 不

H4 21-1 甕

H4 22-13 ネ

H4 21-2 甕

H4 22-8 郊

H4 21-4 甕
H4 22-10 不



H4 21-3 甕

H4 22-6 不 (墨書)

D4 ネ (第 41図 )

1111

H4 21-5 甕

H4 22-7 不 (墨書 ) Hl 10-17 砥石



左よりH2 14-9、  H4 23-17、  H4 23-18

Hl H-16 石鏃 1/1

H4 24-19 富壽神費1/1

H4 23-16 台石

調査区近景 北側中ll「遺構群 東より

調査区西 1員1近景 1し より

調査区近景 南束部掘立柱建物llL群  西より
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